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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒形状を有し、被検体を観察するための内視鏡と前記観察された情報を処理する外部
機器との間を電気的に接続するための嵌合部と、
　前記嵌合部の前記円筒形状の少なくとも１部に対して設けられた平面部と、
　前記平面部において電気的に導通可能に設けられ、前記外部機器と通信するための導電
部と、を有することを特徴とする内視鏡用コネクタ。
【請求項２】
　前記導電部は、前記外部機器と電気的に導通可能な複数の電気接点を有し、
　前記複数の電気接点は、前記嵌合部近傍に設けられ前記外部機器と通信するための基板
に設けられた複数の基板端子に電気的に接続され、
　前記導電部は、前記複数の電気接点から前記複数の基板端子までのインピーダンスが前
記複数の電気接点相互間で同一である
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項３】
　前記複数の電気接点は、相互に同一形状を有し、
　前記導電部は、前記複数の基板端子と前記複数の電気接点とがそれぞれ等距離で各々が
接続される
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項４】
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　前記複数の電気接点の配列方向は、前記複数の基板端子の配列方向に平行である
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項５】
　前記嵌合部の側面のうち前記平面部以外の円筒形状の側面に設けられる第２の導電部を
更に備えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項６】
　前記導電部は、前記第２の導電部に伝送される情報の伝送速度より速い高速伝送用のコ
ネクタ接点として用いられることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項７】
　前記嵌合部は、前記平面部以外の円筒形状の側面において前記第２の導電部が形成され
ていない領域に切り欠き部を有することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用コネクタ
。
【請求項８】
　前記嵌合部は、前記円筒形状の中心軸に直交する先端面を有するとともに前記先端面に
おいてライトガイドが挿通可能に設けられた開口部を有することを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡用コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高速伝送に好適な内視鏡用コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用分野においては、細長の挿入部を体腔内に挿入することにより、体腔内臓
器等を観察することが出来る内視鏡が広く用いられている。体腔内臓器等の観察画像をモ
ニターに表示させる場合には、内視鏡挿入部先端もしくは後端の撮像部に電荷結合素子（
ＣＣＤ）等の固体撮像素子を配設した電子内視鏡や、肉眼観察可能な光学内視鏡の接眼部
に外付けカメラを装着したもの等が用いられている。
【０００３】
　電子内視鏡及び外付けカメラに設けた撮像素子から出力される信号は、電子内視鏡や外
付けカメラ等とは別体の画像処理装置によって映像信号化されてモニターに出力される。
別体に構成された電子内視鏡や外付けカメラ等と画像処理装置との間は内視鏡用コネクタ
を介して接続される。また、医療処置あるいは手術において使用される各種処置具につい
ても、内視鏡用コネクタによってエネルギーの供給源でもある制御装置に接続される。
【０００４】
　このような内視鏡用コネクタとしては、ＷＯ２０１１－５２４０８号公報によって開示
されたものがある。ところで、内視鏡に採用される内視鏡用コネクタとしては、持ちやす
さを考慮して、円筒形状に形成されることが多い。また、内視鏡用コネクタと外部機器の
レセプタクルとの接続部（嵌合部）は、水密を考慮した場合、内視鏡用コネクタの外装形
状、即ち、円筒形状に一致した円筒形状である方がよい。その結果、内視鏡用コネクタで
は、電気接点は、円筒形状の嵌合部の前面又は側面に設けられることになる。電気接点を
嵌合部の前面に設けた場合には、この電気接点はレセプタクルの電気接点と単に接触する
ことで電気的に導通する。一方、電気接点を嵌合部の側面に設けると、内視鏡用コネクタ
の電気接点とレセプタクルの電気接点とは嵌合時に互いに擦れながら進行して接触するの
で、電気接点が汚れている場合等においても摺動時に除去されて、電気的な接続が良好と
なる。ＷＯ２０１１－５２４０８号公報の装置は、嵌合部の円筒形状の周面に電気接点を
設けており、把持しやすさ、水密構造及び電気的な接続に優れた特性を有する。
【０００５】
　ところで、近年、内視鏡によって伝送される画像の解像度が高くなり、内視鏡用コネク
タに要求されるデータ通信速度が高くなっている。このような高速伝送に必要な回路素子
を配置するために、内視鏡用コネクタに設けられる回路基板のサイズを大きくする必要が
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ある。内視鏡用コネクタの外形サイズの制限から、回路基板を基板面が内視鏡用コネクタ
の径方向に平行となるように配置することはできず、回路基板は内視鏡用コネクタの長手
方向に配置される。このため、回路基板上の端子（以下、基板端子という）と、内視鏡用
コネクタの電気接点（以下、コネクタ接点という）とを直接接触させることはできず、基
板端子とコネクタ接点とを配線によって接続する必要がある。或いは、コネクタ接点を、
基板面を内視鏡用コネクタの径方向に平行に配置した中継基板の端子に直接接続し、この
中継基板と基板端子とを配線によって接続する方法が採用される。
【０００６】
　いずれの場合においても、コネクタ接点と基板端子との間の電気的な接続のために配線
が必要であり、この配線により伝送特性が劣化するという問題があった。なお、各基板端
子と各コネクタ接点とを個々に配線によって接続する場合には、組み立て作業が煩雑にな
ると共に配線長が配線毎に相違し、配線毎の伝送特性が異なってしまうという欠点もある
。
【０００７】
　本発明は、レセプタクルとの嵌合部において平面部を設けてこの平面部にコネクタ接点
を配置することにより、コネクタ接点と基板端子とを直接接続することを可能にして伝送
特性を向上させることができる内視鏡用コネクタを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様による内視鏡用コネクタは、円筒形状を有し、被検体を観察するための
内視鏡と前記観察された情報を処理する外部機器との間を電気的に接続するための嵌合部
と、前記嵌合部の前記円筒形状の少なくとも１部に対して設けられた平面部と、前記平面
部において電気的に導通可能に設けられ、前記外部機器と通信するための導電部と、を具
備する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡用コネクタを示す斜視図。
【図２】図１とは別角度から見た内視鏡用コネクタの構成を示す斜視図。
【図３】内視鏡装置の全体構成を示す斜視図。
【図４】プロセッサの外観を示す斜視図。
【図５】内視鏡コネクタの構成を示す斜視図。
【図６】図４中のレセプタクル部４１を示す斜視図。
【図７】内視鏡コネクタの断面形状を示す斜視図。
【図８】内視鏡コネクタの構成を示す断面図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１１】
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡用コネクタを示す斜視図である。図２は
図１とは別角度から見た内視鏡用コネクタの構成を示す斜視図である。図３は内視鏡装置
の全体構成を示す斜視図である。図４はプロセッサの外観を示す斜視図である。図５は内
視鏡コネクタの構成を示す斜視図である。図６は図４中のレセプタクル部４１を示す斜視
図である。 図７は内視鏡コネクタの断面形状を示す斜視図であり、 図８は内視鏡コネク
タの構成を示す断面図である。
【００１２】
　なお、以下の説明において、各実施の形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部
分の厚みと幅との関係、夫々の部分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意
すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれて
いる場合がある。
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【００１３】
　図３に示すように、内視鏡装置１は、観察対象部位、例えば大腸などの管腔内へ挿入す
る細長の長尺部材としての挿入部２と、この挿入部２の基端部に連設された操作部３と、
この操作部３の側面より延設された複合ケーブルであるユニバーサルケーブル４と、この
ユニバーサルケーブル４の端部に設けられて光源装置とプロセッサ４０である外部機器に
着脱自在に接続される内視鏡用コネクタ（以下、単にコネクタともいう）５０と、を有し
ている。ただし、光源装置とプロセッサが一体のものであっても良い（図４参照）。
【００１４】
　内視鏡装置１の挿入部２は、先端側にＣＣＤやＣＭＯＳセンサ等を用いた撮像部が内蔵
された先端部６を有し、この先端部６の後部に湾曲自在な可動部としての湾曲部７が連設
されている。さらに、この湾曲部７の後部に軟性の管状の部材より形成される長尺で可撓
性を有する可撓管部８が連設されている。この挿入部２の可撓管部８は、基端部が操作部
３の折れ止め部９に接続されている。
【００１５】
　操作部３は、ユーザが使用時に把持する把持部１０を備えており、挿入部２内に配設さ
れている処置具チャンネル（図示せず）の基端開口を構成する処置具挿入口１１が折れ止
め部９と把持部１０の連設部分に設けられている。また、操作部３の把持部１０には、挿
入部２の湾曲部７の湾曲操作を行う、ここでは２つの湾曲操作ノブ１５と、これら湾曲操
作ノブ１５を所望の回転位置で固定するための固定レバー１６と、を有する湾曲操作部１
７が配設されている。さらに、把持部１０には、各種内視鏡機能を操作するためのスイッ
チ類１３，１４が設けられている。
【００１６】
　内視鏡装置１のユニバーサルケーブル４は、操作部３、またはコネクタ５０と接続され
た両端部分において、その外周部を被覆するように接続強度を維持して捩れなどによる損
傷を防止するための折れ止め部材１８，１９を有している。ユニバーサルケーブル４の終
端の折れ止め部材１９に、コネクタ５０が取り付けられる。
【００１７】
　本実施の形態においては、コネクタ５０は、図４のプロセッサ４０のレセプタクル部４
１に接続されるようになっており、以下の説明では、コネクタ５０については、ユニバー
サルケーブル４側を基端側（又は前方側）とし、プロセッサ４０に接続される側を先端側
（又は後方側）として説明する。
【００１８】
　図１及び図２に示すように、コネクタ５０は、先端側に設けられるプラグ部５２と基端
側に設けられるコネクタケース５１とを有する。コネクタケース５１は、術者の手で把持
が容易な径及びサイズを有する略円筒形状に形成されているが、基端側は折れ止め部材１
９の外形に合わせるように、前方に向かって径が若干細くなったケース体である。
【００１９】
　プロセッサ４０のレセプタクル部４１は、コネクタ５０のプラグ部５２が挿入されて電
気的な接続が行われるようになっており、後述するように、プラグ部５２の外形状と、レ
セプタクル部４１の内形状とは、略一致するように構成されている。なお、コネクタケー
ス５１の円筒形状の中心軸（コネクタ５０の中心軸）方向がコネクタ５０のレセプタクル
部４１への挿入方向となる。
【００２０】
　プラグ部５２は、先端側に導電部を構成する電気接点（コネクタ接点）５８，５９が設
けられる嵌合部５３と、基端側にコネクタケース５１に接続される接続部５４とを有する
。嵌合部５３と接続部５４とは一体形成されており、コネクタケース５１の先端側端部及
び接続部５４の基端側端部にはフランジ部６５が形成されている。フランジ部６５によっ
て、レセプタクル部４１との嵌合状態が維持されるようになっている。
【００２１】
　接続部５４は、コネクタケース５１との水密構造を容易にするために、基端側が、コネ
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クタケース５１の先端側の外周形状と略同一の外周形状を有するように形成され、接続部
５４とコネクタケース５１とは相互に固着されている。例えば、接続部５４とコネクタケ
ース５１とは、水密保持のためのＯリング６４（図８参照）を介在させた状態で、内部の
所定位置においてネジ等により相互に固着する構造であってもよい。また、例えば、コネ
クタケース５１内に収納した図示しないフレームの先端をネジ等により接続部５４に取付
け、コネクタケース５１の基端側開口から突出したフレームの基端部分に取り付けたネジ
等の押圧部材によって、コネクタケース５１をＯリング６４を介して接続部５４側に押圧
することで、コネクタケース５１と接続部５４とを水密に連結するようにしてもよい。本
実施の形態においては、コネクタケース５１と接続部５４とを水密に連結する手法につい
ては、特に限定されるものではない。
【００２２】
　本実施の形態においては、嵌合部５３は、接続部５４と同様の円柱形状の一部を切り欠
いた形状を有しており、接続部５４と同様の周面形状を有する部分（以下、円周部という
）５３ａと、コネクタケース５１の円筒形状の中心軸（以下、単に中心軸という）方向に
平行な平面部分（以下、平面部という）５３ｂとを有する。嵌合部５３の後方側端面は、
中心軸に直交する平面（以下、先端面という）５６であり、先端面５６は、平面部５３ｂ
を形成することで、円の一部が切り取られた円弧形状になっている。
【００２３】
　本実施の形態においては、嵌合部５３の円周部５３ａに電気接点（コネクタ接点）５９
が設けられ、平面部５３ｂに電気接点（コネクタ接点）５８が設けられるようになってい
る。コネクタ接点５９は、円周部５３ａの周面の一部に、コネクタケース５１の中心軸方
向に所定の長さを有して複数並設されている。また、コネクタ接点５８は、平面部５３ｂ
の表面の一部に、コネクタケース５１の中心軸方向である平面部５３ｂの短手方向に所定
の長さを有して、平面部５３ｂの長手方向に複数並設されている。
【００２４】
　なお、嵌合部５３の円周部５３ａの縁辺には、プロセッサ４０に内視鏡装置１を認識さ
せるための切り欠き部６０が形成されている。また、プラグ部５２の先端面である嵌合部
５３の先端面５６には、開口部６１が設けられており、この開口部６１には、ライトガイ
ド２６が挿通されるようになっている。
【００２５】
　コネクタ５０は、図６に示すプロセッサ４０の前面４０ａに設けられたレセプタクル部
４１に接続される。コネクタ５０を、プロセッサ４０のレセプタクル部４１の孔部４１ａ
内に挿通して嵌合配置することで、コネクタ５０とレセプタクル部４１との接続状態とな
る。なお、プロセッサ４０の前面４０ａには、プロセッサ４０の操作及びプロセッサ４０
の状態表示のためのパネル部４９が設けられている。
【００２６】
　プロセッサ４０のレセプタクル部４１は、孔部４１ａの所定位置に図示しない金属製の
装着部が配設されている。この装着部に、コネクタ５０のフランジ部６５が嵌合固定され
る。なお、金属からなるフランジ部６５および装着部は、互いが嵌合して接触することで
、内視鏡装置１およびプロセッサ４０のグランド同士を接続する。
【００２７】
　または、装着部はグランドと接続するための金属部を有していれば良く、非金属部材に
よって嵌合固定しても良い。
【００２８】
　コネクタ５０が未接続の状態において、各レセプタクル接点へのユーザの接触を防止す
るための可動シャッタを有していても良い。
【００２９】
　孔部４１ａ内は、コネクタ５０の嵌合部５３の外形状に略一致する形状を有している。
即ち、孔部４１ａ内には、コネクタ５０の挿入方向に垂直な面であって嵌合部５３の先端
面５６と形状及びサイズが略同一の平面部４４と、嵌合部５３の円周部５３ａの形状及び
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サイズと略同一の内周面部４３と、平面部４４に垂直な平面であって嵌合部５３の平面部
５３ｂと形状及びサイズが略同一の平面部４２とを有する。
【００３０】
　コネクタ５０の嵌合部５３を孔部４１ａ内に挿入することで、嵌合部５３の円周部５３
ａ及び平面部５３ｂがそれぞれ内周面部４３及び平面部４２と対向して、嵌合部５３と孔
部４１ａとが嵌合するようになっている。この嵌合状態で、平面部４２には、平面部５３
ｂに設けた複数のコネクタ接点５８にそれぞれ対応する位置に複数の電気接点（以下、レ
セプタクル接点という）４５が設けられており、内周面部４３には、円周部５３ａに設け
た複数のコネクタ接点５９にそれぞれ対応する位置に複数の電気接点（レセプタクル接点
）４６が設けられている。これにより、コネクタ５０の嵌合部５３を孔部４１ａ内に挿入
してコネクタ５０とレセプタクル部４１とを接続することで、各コネクタ接点５８と各レ
セプタクル接点４５同士がそれぞれ接触して電気的な接続が行われ、各コネクタ接点５９
と各レセプタクル接点４６同士がそれぞれ接触して電気的な接続が行われる。こうして、
内視鏡装置１とプロセッサ４０とが各種信号の授受を行なうことができるようになる。
【００３１】
　なお、コネクタ５０がレセプタクル部４１に接続された状態において、コネクタ５０の
開口部６１から突出したライトガイド２６は、平面部４４に設けられた開口部４７内に挿
入されるようになっている。これにより、プロセッサ４０内のハロゲンランプなどの照明
光源から伝送された照明光をライトガイド２６を介して内視鏡装置１内に導光することが
可能な状態となる。
【００３２】
　次に、図７及び図８を参照して嵌合部５３のコネクタ接点５８，５９と回路基板７０と
の電気的な接続について説明する。
【００３３】
　嵌合部５３の内部にはコネクタ接点５８，５９及びライトガイド２６が配設されている
。嵌合部５３内部は、コネクタ接点５８，５９及びライトガイド２６を挿通する部分を除
く大部分に樹脂６３が充填されている。樹脂６３によって各コネクタ接点５８，５９の配
置が固定されていると共に、各コネクタ接点５８，５９同士が互いに絶縁された状態とな
っている。
【００３４】
　コネクタケース５１側には、回路基板７０が、中心軸に沿って、図示しない支持部材に
支持されて配置されている。樹脂６３の所定位置には、回路基板７０の厚みに対応する間
隔で平面部５３ｂに平行な対向面を有する凹部が設けられており、この凹部に回路基板７
０の先端側が嵌入されるようになっている。即ち、回路基板７０の基板表面は、平面部５
３ｂに平行である。回路基板７０の先端側の表面上に、各コネクタ接点５８に対応する基
板端子７１が設けられている。
【００３５】
　回路基板７０の基板端子７１形成側の表面上には、複数の回路部品からなる回路部７２
が配設されている。また、回路基板７０の基板端子７１形成側の反対側の表面上には、複
数の回路部品からなる回路部７３が配設されている。本実施の形態においては、回路部７
２は、例えば映像信号等の伝送に適した高速伝送用の回路部であり、回路部７３は、高速
伝送用以外の回路部である。また、高速伝送用の回路部と高速伝送用以外の回路部は、基
板上に配置されていれば良く上記の配置以外であっても良い。
【００３６】
　コネクタ接点５８は、金属の例えば細長く幅が一定の板上部材を長手方向には所定の形
状に屈曲させることで形成されており、平面部５３ｂにおいて外部に露出した直線状の接
点部５８ａと、回路基板７０の位置（平面部５３ｂと基板７０平面との距離）に応じて屈
曲した導通部５８ｂと、回路基板７０の基板端子７１に接触する接触部５８ｃとを有する
。
【００３７】



(7) JP 6072389 B1 2017.2.1

10

20

30

40

50

　本実施の形態においては、各コネクタ接点５８はいずれも同一形状であり、各コネクタ
接点５８同士は平行で且つ同一間隔に配置される。また、各コネクタ接点５８の長手方向
は中心軸方向に一致させている。本実施の形態においては、基板端子７１は、回路基板７
０を樹脂６３に嵌入した状態で、平面部５３ｂ上の接点部５８ａの配列方向に平行な方向
に配列されており、各基板端子７１同士の間隔は、各コネクタ接点５８同士の間隔と同一
である。
【００３８】
　これにより、回路基板７０を樹脂６３に嵌入した状態では、各コネクタ接点５８の接触
部５８ｃが各基板端子７１にそれぞれ接触するように構成することができる。この場合に
は、各コネクタ接点５８の接点部５８ａと対応する基板端子７１との間の距離は、いずれ
のコネクタ接点５８についても同一であり、また、各コネクタ接点５８の形状及びサイズ
が同一であるので、各接点部５８ａと対応する基板端子７１との間のインピーダンスは、
いずれのコネクタ接点５８についても同一である。
【００３９】
　従って、本実施の形態においては、各コネクタ接点５８による伝送特性は、相互に同一
である。各コネクタ接点５８は、電気的な特性に優れた材料により形成されて、基板端子
７１に直接接続されており、各コネクタ接点５８と各基板端子７１との間の接続に他の配
線材料等を用いる必要がないことから、コネクタ接点５８による信号の伝送は、極めて伝
送特性に優れており、高速伝送が可能である。例えば、本実施の形態においては、コネク
タ接点５８は、映像信号の伝送用に用いられる。
【００４０】
　挿入部２先端の撮像部によって得られた映像信号は、挿入部２、操作部３及びユニバー
サルケーブル４を介してコネクタ５０のコネクタケース５１内の回路基板７０に搭載され
た回路部７２に伝送される。コネクタ５０をレセプタクル部４１に接続することで、コネ
クタ接点５８とレセプタクル接点４５とが接続され、回路部７２は、映像信号を基板端子
７１からコネクタ接点５８及びレセプタクル接点４５を介してプロセッサ４０の回路部に
伝送する。基板端子７１とコネクタ接点５８との伝送特性が良好であることから、回路部
７２は、外部機器であるプロセッサ４０との間で高速伝送が可能であり、高解像度の映像
信号等を伝送エラーなく伝送することが可能である。
【００４１】
　一方、コネクタ接点５９は、高速伝送用途以外の用途で用いられる。例えば、コネクタ
接点５９は、電力の伝送用及び制御や情報伝送のために用いられる。コネクタ接点５９は
、金属の例えば細長く幅が一定の板上部材を長手方向には所定の形状に屈曲させることで
形成されており、円周部５３ａにおいて外部に露出した直線状の接点部５９ａと、伝送用
基板７５の端子７５ａの位置に応じて屈曲した導通部５９ｂと、伝送用基板７５の端子７
５ａに接触する接触部５９ｃとを有する。基板７５には各端子７５ａに接続されたコネク
タ７５ｂが設けられており、このコネクタ７５ｂは、ケーブル７７を介して回路基板７０
に設けたコネクタ７３ａに接続されるようになっている。こうして、回路基板７０に搭載
された回路部７３の各回路と、各コネクタ接点５９との導通が図られる。
【００４２】
　なお、図８の例では、コネクタ接点５９は、基板７５を介して回路基板７０のコネクタ
７３ａに接続される例を示しているが、各コネクタ接点５９を直接回路基板７０上の端子
に接続するようにしてもよい。また、図８の例では、全てのコネクタ接点５９が回路基板
７０のコネクタ７３ａに接続される例を示したが、コネクタ接点５９の一部又は全部が、
内視鏡装置１内の回路基板７０以外の他の回路部に接続されるようにしてもよい。
【００４３】
　このように本実施の形態においては、嵌合部において円筒形状の一部を切り欠いた形状
に形成される平面部を設け、この平面部上にコネクタ接点をコネクタの中心軸に垂直な方
向に配列する。そして、このコネクタ接点の配列方向に平行な方向に基板端子が設けられ
た基板を中心軸に平行な方向に配置し、コネクタ接点の外部機器との接触部から基板端子
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基板端子に接続可能にすると共に、接触部から基板端子までのインピーダンスを全てのコ
ネクタ接点について同一にすることで、伝送特性を向上させて、高速伝送を可能にしてい
る。こうして、本実施の形態におけるコネクタを採用することで、高解像度の映像信号を
伝送エラー無く伝送することが可能となる。また、本実施の形態においては、平面部だけ
では配置できないコネクタ接点を嵌合部の円周部を利用して配置しており、このコネクタ
接点を高速伝送が必要でない伝送用として用いることで、嵌合部の周面を有効に利用して
、十分な数のコネクタ接点を配置することを可能にしている。
【００４４】
　なお、本実施の形態においては、嵌合部の円筒形状の一部を切り欠いた形状の１つの平
面部を形成する例を示したが、円筒形状の複数カ所を切り欠いた形状の２つ以上の平面部
を形成するようにしてもよい。この場合には、各平面部に対応した回路基板を用意するこ
とで、これらの回路基板において高速伝送が可能となる。
【００４５】
　また、回路基板において高速伝送を可能にするためには、各コネクタ接点を直接回路基
板の基板端子に接続すると共に、各コネクタ接点の外部機器との接触部から基板端子まで
のインピーダンスを全てのコネクタ接点において共通にすればよい。回路基板が平面であ
ることを考慮すると、各コネクタ接点の配列方向と基板端子の配列方向とが平行であれば
よいと考えられる。従って、上記実施の形態においては、平面部は、中心軸に平行な面を
有しているものとして説明したが、多少中心軸から傾斜していてもよい。更に、各コネク
タ接点によるインピーダンスを一致させればよいので、配線パターンを変更することで、
多少コネクタ接点同士の配置を平行にしなくてもよい場合や間隔を均一にしなくてもよい
場合が考えられる。
【００４６】
　以上の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態、および変形例に限ることなく、
その他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能で
ある。さらに、上記実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数
の構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００４７】
　例えば、実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述べ
られている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削
除された構成が発明として抽出され得るものである。
【００４８】
　本発明によれば、レセプタクルとの嵌合部において平面部を設けてこの平面部にコネク
タ接点を配置することにより、コネクタ接点と基板端子とを直接接続することを可能にし
て伝送特性を向上させることができるという効果を有する。
【００４９】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【００５０】
　本出願は、２０１５年６月３日に日本国に出願された特願２０１５－１１３３４４号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲に引用されるものとする。
【要約】
　内視鏡用コネクタは、円筒形状を有し、被検体を観察するための内視鏡と前記観察され
た情報を処理する外部機器との間を電気的に接続するための嵌合部と、前記嵌合部の前記
円筒形状の少なくとも１部に対して設けられた平面部と、前記平面部において電気的に導
通可能に設けられ、前記外部機器と通信するための導電部と、を具備する。
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